
広

社会インフラストラクチャーにおける新たな事業展開-【水環境分野【

〉0卜85No.2

連携防災河川管理システム
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広域監視･制御

河川情幸臥ダムコントロ】ル,せきコントロール,碩(ひ)門･樋管

管理,水門監視,映像集配信,情報コンセント,ビジュアルリモ

ートコントロールシステム,災害事象(土石流,洪水など)検知

監視カメラ

河川公園

情報コンセント

ダム

雨量･

水質計測局

センサ技術

CCTV

光ファイバセンサ

ビジョンセンサ

情報提供

マルチビジョン,画像提供,CATV,
気象瑞気携帯端末,河川表示板,
災害時支援

上位局

光ネットワーク

河川

通信

光ネットワーク,通信衛星,無線,

LAN,WAN,携帯電話,PHS,

専用回線,lSDN

塑巨水鹿場-〝

きせ

ももも篭も嘗

情報処理

画像処理応用技術(水位計測,侵入者監視,

水質安全監視,魚数自動計測),四次元GIS

リモートセンシング,GPS,シミュレーション,

予測処理

注:略語説明 CCTV(C】osed-CircuitTelevision),GIS(Geographiclnformal旧nSystem),GPS(G10balPositioningSystem)

河川管理を支えるシステム技術

国や自治体が河川堤防を利用して整備を進めている光ネットワークにより,河川施設の監視･制御を行う｡日立製作所は,lT(情報技術)を応用した河川管理システムの構築を支

援する｡

河川流域の急速な開発が進む中,自然と調和した

安全で豊かな生活を実現するため,洪水対策や水資

源の有効利用,環境保全など河川管理の位置づけは

ますます重要になってきている｡

河川管理の形態で,lT応用化の流れが盛んである｡

国や自治体が河川沿いを利用して布課している光ファ

イバネットワークでも,lP(lnternetProtocot)技術

を用いた,管理者や操作員が使いやすい,低コストの

システムが求められている｡河川管理に使われる監視

欝
はじめに

河川管理は,｢高水時の管理+と｢低水時の管理+に大別

カメラの映像は画像符号化技術によってディジタル化

され,監視業務に用いられるほかに画像処理やGIS

(地理情報システム)との連携に応用されるなど,映像

情報をセンサ情報の一つとして扱うニーズが大きくな

りつつある｡

日立製作所は,河川管理の変革に寄与するため,

情幸臨叫御システムの開発に取り組み,さまざまのソリュー

ションを提案している｡

できる｡前者は,洪水災害の未然防止と拡大防止を目的とし

たものであり,後者は∴L業用水,農業用水,飲料用水など

の確保と水質維持管理,河川敷や流域の環境保全などを目

的としたものである｡いずれの管理でも,情事良化により,必要
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な情報を速く,管理者や住民,関連機関に伝達することが重

要である｡

国や自治体は,河川管理のため,河川敷に監視カメラを

設置し,施設管理の高度化や災害･事故への迅速な対比り二

努めている｡監視カメラの映像が画像符号化技術によって

ディジタル化され,監視業務に用いられるほか,画像処理や

GIS(地理情報システム)との連携に応用されるなど,映像情

報をセンサ情報の一つとして扱うニーズが大きくなりつつある｡

例えば,雨量,水位といった従来の数値データと映像との組

み合わせや,GISとの連携などである｡また,河川の水位計

測システムや侵入者監視システムも,映像の画像処理応糊シ

ステムの一例である｡

ここでは,R立製作所が取り組んでいる,河Jll管理のため

のシステムソリューションについて述べる｡

腰
河川管理システムソリューション

2.1 映像配信システム

2.1.1開発の背景

現在,広域に分散している多数の利用者に現場の映像を

リアルタイムで配信できる環境が,整いつつある｡このような状

況から,今後は,現場の映像をリアルタイムで再生したいとい

う従来の要求に加え,原因分析や書類作成などのために重

安な映像を高い品質で蓄積したいという新たな要求が高まる

ものと考えられる｡

重要な映像を高品質で蓄積するためには,映像や接点状

態の変化などに連動させて重要な映像を識別することと,映
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像配信の実時間性を確保しつつ苗積する映像の品質を確保

することが必要となる｡

2.1.2 システムの特徴

開発したシステムは,カメラが垢影した映像をマルチキャス

ト配信する監視サーバや,配信された映像を再生,蓄積す

る監視端末などで構成する(図1参照)｡

重要な映像を識別できるようにするために,カメラからの映

像を監視サーバで認識処理するようにしている｡監視サーバ

で認識した結果を映像に関連づけて管理することにより,蓄

積した映像の中から利用者が要求する映像を高精度に検索

することや,映像に関連する各棟情報を統合して表示するこ

とも可能である｡また,映像配信の実時間性や,蓄積する映

像の品質を確保するために,ネットワークの伝送遅延に応じて

映像の品質を切り替えるタイミングを凶ったり,切り替えた彼の

品質を制御する一方,品質の足りない映像については補充

用のデータを追送するようにしている｡

2.2 画像処理応用システム

日立製作所は,映像情報をセンサ情報として扱うシステムと

して,以下のような各種画像処理応用システムを開発している｡

(1)侵入者監視システム

排水機場など施設の安全確認(確保)や,河川流域の環

境保全のために監視業務の支援を行うシステムである｡監視

カメラの映像から動的な部分を抽出することにより,河川施設

に無断で入り込んだり,河川にごみや産業廃棄物を不法投

棄する,侵入者や侵入車両などを監視する(図2参照)｡

(2)水位計測システム

河川に設置した量水標(計測用傾斜板)を監視カメラで撮

図1映像配信システム

このシステムは.監視サーバ,監視端

末,管理･蓄積サーバなどで構成する｡

広域管理
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工事事務所

当萱

開始て

入力画像

入力画像と基準画像との差をとる｡
(差分画像作成)

差分画像の2億化(白黒画像への変換)

特徴量の抽出(面積,垂心など)

侵入者判定

なし
あり

夢軸出力

検知部

)筆削力部

図2画像処理を応用した侵入者検知システムの監視画面例と検知

アルゴリズム

監視画面に画像処理結果を刻々と表示する｡この画面を使ってカメラの操作も行

える｡

像し,その映像を画像処理して水面の高さを計測するシステ

ムである｡水流との接触がないので,メンテナンスが容易であ

る｡監視用カメラの有効活用や,既設設備の流用という而で

も有効なシステムである｡

(3)魚数計測システム

河川の環境監視バロメーターの▲つとして,魚数計測を行

うシステムである｡水中に設置した超音波センサの時系列

データを画像処理することにより,魚影と魚以外の物の形状,

移動方向などから判別して魚数を計測する｡河Uぜきなどに

設置し,魚道を通過する魚数の計測に利用できる｡

2.3 GIS応用システム

2.3.1開発の背景

GISには,地図情報と各種の管理情報などを有効に連携

させ,広範な情報を効率的に管理できるという利点がある｡

河川にかかわる情報は,そのほとんどが｢位置+を持つ｢空

間データ+であることから,GISによる管理が有効な分野であ

る｡このような背景から,GISを利用した河川管理の高度化

が推進されている｡

2.3.2 システムの特徴

東北地方整備局本局に納入したシステムの概略構成を図

3に示す｡このシステムでは,本局のほか,東北各地に点在

する12か所の工事事務所に河川GISサーバを設置し,クライ
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(観測所)
01

観測
データ

12か所のユ毒草務所

河川G】Sサーバ≡

専用端末

河川一 サーバ

クライアント

マイクロ回線

災
共
通

W

A

車旦

河川GISサーバ

河J

クライアント

注:略語説明 WAN(WideAreaNetwork)

図3東北地方整備局の河川GISの概略構成
本局をマスタとした階層的な地図データベースを活用している｡

アントからアクセスする｡詳細な地図の上に雨量や河川水位

などのオンラインテレメータ情報を重ね合わせて表示すること

ができるので,河川はんらん時の災害復旧などの対策,対応

に人きな効果が期待できる｡既設の河川情報サーバとのリン

ケージによって得られる最新観測データにより,このときの雨量

や河川水位の情報が得られる｡また,監視カメラによる映像

についても,地軋ヒから監視画像を呼び出すことができ,

GIS上への重畳表示により,管理者にわかりやすいユーザー

インタフェースを実現している｡

2.4 リモートセンシンク応用システム

2.4.1開発の背景

人.‾1二衛星に搭載されたセンサを用いて宇宙から地球を観

測するリモートセンシング技術は,河川管理のために有効な

手段である｡

2001年10月には,米国◆`DigitalGlobeT､1''が人工衛星

``QuickBird''を打ち上げ,2002年3月に画像データの提供を

開始したぺり｡この衛星は,民間衛星では最高レベルとなる,パ

ンクロマテックセンサで地表分解能61cm,マルチスペクトル

センサで地表分解能2,4mの撮影能力を持つ｡

この衛星のセンサは,地表を約16.5kmの幅でスキャンす

るので,河川およびその周辺施設を含む広い領域を高い分

解能で同時に観測することができる｡衛星は地球を一定周期

で周回しているため,地表の同じ場所を繰り返して撮影する

ことができ,河道･河畔の変化状況や河川管理施設の経年

変化が観測できる｡また,この衛星はマルチスペクトルセンサ

により,水質や河畔十壌の汚染などを分析することができる｡

2.4.2 システムの特徴

口立製作所は,実空間を時空間データベースで表現し,

※)｢1立製作所は,QuickBird衛星画像プロダクト再販業者と

して,わが国のユーザーに画像データを提供している｡

tは評点20D3･2l69



lヨ〉ロトB5No.2

実世界

河道･河畔監視での利用

TERRÅVtS10Nの

コンセプト

測量･調査

ディジタル化
データベース

河川管理への応用

野望漂'河畔

時空間データベース

GPSデータ
統計データなど

四次元モデル

監視･広域状況分析分野での利用

三次元水系解析

TERRAVIS10Nの

アプリケーションプログラム

施設管理分野での利用

施設情執資材在庫状況などの管理

義孝ン

注:略語説明 GPS(汎地王求測位システム)

図4リモートセンシング応用システム"TERRAVl引ON叩のコン

セプトと応用例

``TERRAVIS10N'では､日立製作所の四次元地理情報技術"4D-GIS”を用いて,

さまざまな個別業務GISに共通な地理情報基盤を提供する｡

広域情報分析や防災･施設管理など広い分野で利用できる

地理情報処理ソフトウェア``TERRAVISION''を開発した(図

4参照)｡TERRAVISIONは,衛星画像やベクトル地図を

シームレスに扱うことのできる地図画像統合利用環境である｡

このシステムでは,平面座標に高さと時間情報を加えた四次

元モデルで地理情報データベースを構築し,衛星画像を用い

た画像解析により,河川の広域監視,河川関連施設管理な

どを行うことができる｡

TERRAVISIONの画面例を図5に示す｡表示している画

像は,QuickBird衛星で撮影した兵庫県尼崎市を流れる藻

川の流域である｡画像中央やや上部に堰(せき)が,やや下

部に樋門が見える｡樋門の左斜め下に見える白い建物は排

水橋場の一つである｡また,画像右上部に見えるのは大阪府
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図5QuickBird高分解能衛星画像例(大阪府豊中市と兵庫県尼崎

市間を流れる藻川流域)

"TERRAV】S旧N”を用いて分解能61cmのパンクロマテックセンサ画像と分解能

2.4mのカラー画像とを合成し,分解能61cmのカラー画像を生成した｡河道や河川

流域施設が細敷こ至るまで識別可能である()TERRAVIS】ONの機能を用い.画像

のスペクトル特性を分析することができる｡

豊中市にある水道関連施設の一部である｡高分解能撮影能

力により,河川流域の構造物が細部まで明確に識別できる｡

おわりに

ここでは,河川管理におけるIT応用化の流れの中で,特

に映像情報をセンサ情報とした映像配信システム,画像処理

応用システム,GISん♭用システム,およびリモートセンシング応

用システムについて述べた｡

日立製作所は,今後も,ユーザーのニーズに合わせて,シ

ステムソリューション製品のレパートリーを充実させていく考え

である｡
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